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九州縦貫道

事業区間
延長Ｌ＝約1,190m 幅員Ｗ＝16m 2車線

起点：平之町
（平田橋交差点）

鹿児島都市計画道路の変更「高麗通線」（市決定）

変更対象区間その１
［耕地橋付近］

延長Ｌ＝約２００ｍ、幅員１６ｍ ２車線

変更対象区間その２
［２号橋梁(仮称)］

延長Ｌ＝約１５０ｍ、幅員１６ｍ ２車線

変更対象区間その３
［紫原一丁目市営住宅付近］

延長Ｌ＝約４０ｍ、幅員１６ｍ ２車線
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整備済区間

事業区間

変更対象区間

凡例

鹿児島中央駅

都市計画道路「高麗通線」
延長Ｌ＝約6,040m 幅員Ｗ＝16m 2車線



変更対照図

起点：郡元一丁目

（中郡交差点）

終点：紫原一丁目

高麗通線事業区間

延長Ｌ＝約1,190m 幅員16m 2車線

変更対象区間その１

［耕地橋付近］

延長Ｌ＝約200m W=16m 2車線

変更対象区間その２

［２号橋梁(仮称)］

延長Ｌ＝約150m W=16m 2車線

変更対象区間その３

［紫原一丁目市営住宅付近］

延長Ｌ＝約40m W=16m 2車線
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３

変更対照図（変更対象区間その１ 拡大図）

変更対象区間その１

［耕地橋付近］

延長Ｌ＝約200m W=16m 2車線

耕地橋付近（新川左岸側）の歩道橋区間

歩行者の通行の利便を図るため、実施設
計において、歩道橋のループ形状を見直し
たことによるもの。

耕地橋付近（新川右岸側）の歩道橋区間

歩行者の通行の利便を図るため、実施
設計において、歩道橋のループ形状を見
直したことによるもの。あわせて、今後の
有効な土地利用を図ろうとするもの。

耕地橋付近（新川右岸側）の歩道区間

歩行者の通行の利便を図るため、実施
設計において、急勾配箇所にスロープを
新たに設置したことによるもの。
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変更対象区間その２

［２号橋梁(仮称)］

延長Ｌ＝約150m W=16m 2車線

至中郡交差点

変更対照図（変更対象区間その２ 拡大図）

至郡元

２号橋梁(仮称)の橋台及び橋脚

橋梁の詳細設計において、２号橋梁(仮称)の橋台

及び橋脚の形状を一部見直したことによるもの

至紫原
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２号橋梁(仮称)

橋長Ｌ＝約172.5ｍ
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変更対象区間その３

［紫原一丁目市営住宅付近］

延長Ｌ＝約40m W=16m 2車線
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至紫原
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紫原一丁目市営住宅付近

実施設計において、紫原一丁目の市営
住宅付近に設置予定のバス停へ通じる
階段を新たに設置したことによるもの。

階段

バスベイ

拡大区域

変更前区域

変更後区域

凡 例

変更対照図（変更対象区間その３ 拡大図）
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